
繋ぐ　ー旧野外活動センターリノベーション計画ー　

旧野外活動センター（計画地）
⑧ ⑨

　逗子市の公園、蘆花記念公園にある空き家の再生計画を行った。

以前は別荘地で活気にあふれていた逗子市に若者と活気を呼び寄せたいという思いから修士設計を逗子市で行った。

　逗子市を調査していると、現在利用されていない「旧野外活動センター」という建物に出会った。この建物は市の公園である蘆花記念公園の
中に建っている。元々社員寮として利用されていたが、無償で市に譲られてからは市民の宿泊施設として利用していた。しかし、老朽化などの理
由から利用できなくなってしまった。

　盧花記念公園は多くの木々に囲まれ自然を感じる事ができる。歩いてみると、海の景色が広がっていた。ここを歩いている際、いくつかこのよ
うな景色を感じる箇所があった。私は、ここが逗子の自然を最も感じることができる場所だと感じた。

そこで私は、逗子市の特徴的な自然に触れながら市民と逗子市に訪れた人たちが交流できるような場をここに提供し、以前のように子どもや若
者で賑わっていた頃の記憶を蘇らせながら、そこから賑わいが拡散される発信元となるような場を創出したいと考えた。

　逗子の昔の記憶を思い出す事ができるような場所と逗子の自然を感じる事ができる場所を同時に解決できるような場所にする為、記憶が蘇
るような大切な部分を残しながら旧野外活動センターのリノベーションを行おうと考えた。

概要

敷地

現在空き家となってしまっている旧野外活動センターの存在を知った。社員寮として利用されていた
建物はそのまま残っており現在まで築47年となる。この旧野外活動センターは逗子市の公園である
蘆花記念公園内に存在し環境が良い事と、規模についても大きさがあるため修士設計の敷地とする
事にした。また、旧野外活動センター周辺も巻き込めることを目指し、敷地は旧野外活動センターとそ
の周辺とした。そして、逗子市では空き家が多く存在している事が現在の問題点である事から新しく
建築を生み出すのではなくリノベーションにより現在ある建物の価値を蘇らせようと考えた。

盧花記念公園は公園内にある施設も含めた敷地全体が日鐵商事という会社の持ち物だった。そし
て、旧野外活動センターと第一・二休憩場は同じ企画として建てられた。旧野外活動センターは
社員寮として、第一休憩所は社員の宴会場として、第二休憩所はオーナーの自邸として利用され
ていた。しかし、日鐵商事がこの敷地を手放すという事で昭和 59 年に土地開発公社が土地を取
得した。その後市に無償で譲与され、昭和 59 年 4月に市制施行 30 年を記念しこの公園ができた。
盧花記念公園の名前の由来として市役所の方に聞いたところ、作家である徳富蘆花が公園の近く
に存在した柳屋旅館に 4年間住んでいたことで逗子にゆかりのある人物として定着していたため
名前を使う事になった。

また、ゆかりの地ではあるが盧花記念公園には全く関係はなく、街おこしを目的として有名な盧
花という名前をつけたという事だった。平成 19 年には盧花記念公園の範囲を広げ面積は約 4.3 
ヘクタールとなった。

右にある⑧と⑨の写真はそれぞれ公園内施設から見た景色の写真になる。

旧野外活動センター　現状写真

広場
郷土資料館

別館

第一休憩所

第二休憩所

作陶室
野外炊事場

N

蘆花記念公園周辺　S:1/1500

市民団体との活動
2015 年 8 月 2016 年 1 月 2016 年 2 月上旬 2016 年 2 月上旬～下旬

旧野外活動センター内の見学を
行った。

現状を把握する事ができ、市役所
のもの置き場として利用されてい
る部屋もあった

旧野外活動センターでワークショップ行う為に、

まず施設の清掃を行った。

逗子文化の会の方達にヒアリングを
行った。

旧野外活動センターへの思いや理想を
教えていただいた。

旧野外活動センターでワークショップ
を行った。

シェア工房を運営している人をゲスト
として呼びレクチャーを行った。

20XX年　竣工

① 逗子市の現状 / ②問題点 / ③市民団体　について

逗子の現状
・海、山、川のある風光明媚な地域
・鎌倉と葉山に挟まれた位置にある
・三浦半島に属している
・ベッドタウンとなっている

逗子の問題点
・空き家率　22.9％
・神奈川県で2位
・５軒に１軒が空き家
・高齢化が進んでいる
・人口の減少

逗子の市民団体

・インターネットで市民団体を調べる

・全44団体を見つける

・旧野外活動センターの存在を知る

・「逗子文化の会」と「逗子クリエイターズ」の　２つの団体を知る

・逗子文化の会に関しては、

「旧野外活動センター」の活動を行っている

・逗子文化の会は、文化サークルでは担えない文化事業の推進、市民の文化活動への支援、行政
や市民に対する文化政策の提言・提案等を使命とし、市民の多くが共感する市民主体の責任ある
組織体を目指す団体である。

・逗子クリエイターズは、湘南逗子で、れぞれの活動がつながり合える場を作って、「クリエイティ
ブな力×地域活性」という新しい形を生み出すという趣旨の交流会を運営している団体である。

①

②

③

逗子位置関係

神奈川県空き家率

逗子文化の会ロゴ 逗子クリエイターズロゴ

Before After

改修前　第二休憩所から見た景色

ヒアリングを行ったときの写真 旧野外活動センターの現状内観 旧野外活動センター清掃の様子 旧野外活動センターワークショップの様子

改修後　第二休憩所から見た景色 ( 外観 ) 改修後　３階書斎 ( 内観 )

①広場

⑤第二休憩所 ⑥野外炊事場 ⑦作陶室 ⑧旧野外活動センター内３階からの景色 ⑨資料館からの景色

②資料館 ③別館 ④第一休憩所

②

③
①
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④

⑦

⑤



現状 / 設計概要 / コンセプト / エスキス / 構成

　点線より左側は独身寮のエリアで右側は家族で暮らすエリアとなっている。
また、左と右のエリアは壁で仕切られているため、内部で移動する事は不可
能となっている。建物全体でなく右側のみ階段室という作りは非常に珍しい
ものとされている。

　1階には、独身寮エリアのエントランス、管理人室、食堂、台所、共同浴室、
共同便所があり、そして右側には家族エリアの住居が並ぶ。2階には独身エリ
アの洋室が 4部屋、共同便所、共同洗面所があり、右側には同じく家族で暮
らす住居が並んでいる。図 21 の平面図を見ると、2 階平面図と同様の部屋が
並んでいる。

現状

設計コンセプトは逗子の自然と公園を共存させる。

分析調査などから、蘆花記念公園の既存施設同士が樹木が原因で遮断されている。

これらの問題から、お互いの施設の存在が確認できたり逗子の自然を旧野外活動センターの中と外で感じる事が出来るようにした。

この施設にいる事で、最も逗子の自然を感じる事ができ公園内の良さを感じる事ができる。

コンセプト設計概要

ダイアグラム

エスキス

　設計では、視線を意識したデザインとした。特に、最も視線が遮断されており公園内でも孤立している資料館との繋がりを持たせたいと思い、
資料館を中心とした視線となった。

　視線を通す空間を 3つ作った。まず、旧野外活動センターを経由し資料館と野外炊事場を繋ぐため削る。他に、資料館と第一休憩所前の広場の
視線と室内から資料館を見る視線を作った。

Vista1

Vista2
Vista3

①　エントランス ②　洋室 ③　食堂

④　台所 ⑤　洋室

⑨　屋上⑧　和室⑦　台所・居間

⑥　洋室

①~⑨: 写真

資料館

旧野外活動センター

第二休憩所

第一休憩所

作陶室

野外炊事場

現在、樹木で遮断されている公園内の視線 施設同士の視線を通し、存在が分かるようになる

資料館

旧野外活動センター

第二休憩所

第一休憩所

作陶室

野外炊事場

既存の建物

構成 以上の活動から、逗子文化の会の人達が求めている旧野外活動センターの活用方法は「工房やオフィスのある施設」という事が分かった。

また、オフィスに関しては逗子市の市民団体が活用できる事を目的とした空間とする事にした。

視線を意識したエスキスを行った。。

誰でも利用する事が出来る空間。逗
子の美しい景色を最も見る事が出来
る。既存施設も近く感じる事ができ
る。屋上はパーティースペースとし
ても利用できる。
また、一息つきたいときなどにも訪
れる事ができる。

３階には住居、工房、休憩スペース、
ちょっとした庭を設けた。

２階には中庭を中心に住居と１階か
ら繋がるギャラリー、工房、オフィ
ス、カフェを設けた。

１階には市民や外部から訪れた人が
自由に出入りする事が出来る部屋が
並んでいる。その中に仕事場である
工房やオフィスが点在する。また、
2階 3階には住居が存在し、施設と
住居の経路を共存させる事で空間の
共有がでコミュニティも広がるよう
になっている。工房、オフィス、住居を点在させる事で、人々の繋がりを増やす事を望む。

利用者と居住者の動線は住居を点在させる事で混ざり合うように設
計した。人々のコミュニケーションが盛んに行われる事を目指した。
また、視線を意識した箇所を赤印で記す。

北側に新しい壁を作りもともとある壁を壊さないようにした。視線を
意識した箇所の周りは特に新設が多い。

Vista1( 資料館ー広場ライン )

Vista２( 資料館前広場ー野外炊事場ライン )

Vista3( 資料館前広場ー第一休憩所ライン )

視線を意識した３つのライン

屋上

3階

２階

１階

共用

住居

工房

カフェ

ギャラリー

オフィス

ライブラリー

・階段室、階段、現状での玄関扉はそのまま利用した

・改修前と改修後の面積

・外壁は開口を残しながら設計を行い、新設した開口に関しては現状の位置はほとんど変えずに行った。

・２階には耐力壁をさける為に通路を新設した。

・施設内の照明をブラケットとペンダントで共通させ使用する照明を限定した。断面図では照明の表記をした。
下の図面のように照明が表記している。

現状の玄関扉現状の階段室 現状の階段

現状 計画

新設部分

照明

単身者エリア

単身者エリア

単身者エリア

家族エリア

家族エリア

家族エリア

現状 計画

開口位置変更なし

開口位置変更なし
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アプローチ
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事務室 エントランスライブラリー

住居 1

住居 4

収納

収
納テラス

トイレ 工房 5

工房 6

住居 5

休憩スペース

収納 中庭

ギャラリー

住居 2

バルコニーバルコニー

バルコニー バルコニー

バルコニー

バルコニー

住居 3

カフェ

工房 4
収納

収
納

オフィス 1

EV

EV

EV

EV

トイレ

Vista1 Vista2 Vista3

Vista1 Vista2 Vista3

Vista1 Vista2 Vista3

Vista1 Vista2 Vista3

ギャラリー

教室

工房 2 工房 3
多目的トイレ

オフィス 2

カフェ

1 階平面図　S:1/150

A-A’ 断面図　S:1/150

A-A’ 現状断面図　S:1/300

資料館

資料館

B-B’ 断面図　S:1/150

B-B’ 現状断面図　S:1/300

C-C’ 断面図　S:1/150

C-C’ 現状断面図　S:1/300GL

2 階平面図　S:1/150

3 階平面図　S:1/150

屋上階平面図　S:1/150

工房 1

テラス

テラス
テラス
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B’ C’

A’
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C

B’ C’

A’

A B

C

B’ C’

現状

計画
耐力壁 , 既存壁

耐力壁 共用部 住居

新設壁
既存部分 通路

動線新設部分

GL

GL

GL

GL

ライブラリー

中庭

キッチン ( 住居 5)

カフェ

カフェ

ギャラリー

通路

通路

中庭

住居 1

住居 4

住居の通路からオフィスを見
る事ができる。人同士の視線
の繋がりを持つ事ができる。

３階の通路を歩いていると、
中庭の吹抜け部分に繋がる。
そこから広場方向へ視線が繋
がり、人々の賑わいを感じる
事ができる。

１階カフェにある吹抜けから
３階にある吹抜けを通った資
料館までの視線。

１階のカフェにあるもうひと
つの吹抜けから抜ける資料館
に繋がる視線。

中庭から資料館を見る視線。屋外の中庭か
ら室内の通路を経由して資料館との視線を
繋いでいる。

資料館との視線の
繋がりを持てる場
所となっている。
それぞれの空間か
ら違った角度の資
料館を眺める。

住居の通路からライブラリー
の様子を見る事ができる。そ
のため人との視線が繋がる事
ができる。 Vista1

Vista2

Vista3

資料館方向

広場方向

資料館方向

資料館方向

資料館方向
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①エントランス

③中庭

⑤書斎

⑦屋上 ⑧資料館から屋上の様子を見る

⑥工房 5

④ギャラリー

②カフェ
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屋上階現状平面図　S:1/300

吹抜けがあり開放的になっている

上部から光が降りてくる
吹抜けがあるため開放的な空間となっている 中庭を横に開放的な空間となっている 自然を感じながら歩く通路

工房の様子を見ながらカ
フェをする

下のカフェの様子が見れる
上部からの光を感じる事が出来る
資料館との視線が繋がっている

資料館との視線も繋がる
下部のオフィス、ライブラリーの様子を見る事ができる

全面に景色が広がる
資料館との視線も繋がる

最も眺望の良い空間
逗子市の街並を眺められる
奥の方には海も見る事がで
きる

資料館と視線が繋がる 資料館と視線が繋がる
開放的なテラス

富士山、海を眺める事ができる
最も逗子の景色を感じる事ができる

工房を横にして住居へ向かう

資料館と視線が繋がる

ちょっとした休憩に利用する
人々の交流が行われる

上部から光が降りる
資料館ろ視線が繋がる

資料館ろ視線が繋がる
自然を感じられる

資料館との視線が繋がる 第一休憩所と視線が繋がる

上部から光が降りてくる ２階と繋がる吹抜け 工房を覗きながら通る バルコニーから通路に変更

見上げると資料館との視線が繋がっている

２階のギャラリーへ繋がる専用の階段 自然を感じる事のできるテラス
見上げると資料館と視線が繋がる
吹抜けがあるため開放的な空間となっている

建築計画



Vista2 Vista 3Vista1

オフィス１から資料館を見る 中庭から資料館を見る １階カフェから資料館を見る

住居 5⑤

①
②

Vista

Vista1：広場から資料館を見る Vista2：広場から資料館を見る Vista3：広場から資料館を見る

住居４

住居１

ライブラリー オフィス

GL

D-D’ 断面図　S:1/100

GL

中庭

中庭 ギャラリー テラス

通路

F-F’ 断面図　S:1/100

資料館方向

資料館方向

資料館方向
資料館方向

資料館方向

GL
I-I’ 断面図　S:1/100

オフィスから住居の通路を見る② 中庭を見る③ 通路から中庭を見る④ １階カフェ⑥２階と３階の通路から資料館を見る①

③

⑤

⑥

④

住居と繋がる

資料館と繋がる

中庭の人と繋がる

広場、野外炊事場と繋がる

広場と視線が繋がる

通路から中庭を見る

資料館と住居が繋がる

下階のカフェと繋がる

リビング 寝室

２階カフェと繋がる吹抜け

資料館を見る

下階のライブラリーと繋がる

資料館と繋がる

資料館と繋がる

オフィスと繋がる
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